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今
か
ら
60
年
前
、
昭
和
41（
1
9
6
1
）年

11
月
1
日
に
、
藤
井
寺
市
は
誕
生
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
初
め
に
14
あ
っ
た
村
々
の
合

併
を
経
て
、
市
域
が
道
明
寺
村
と
藤
井
寺
村

と
い
う
2
つ
の
村
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
、
以

前
に
お
話
し
し
た
通
り
で
す
。
こ
こ
で
は
、
2

つ
の
村
と
な
っ
て
か
ら
藤
井
寺
市
が
誕
生
す
る

ま
で
の
あ
ゆ
み
を
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

大
阪
鉄
道
の
道
明
寺
・
大
阪
天
王
寺
間
が

開
業
し
た
大
正
12（
1
9
2
3
）年
の
住
民
の

数
は
、『
大
阪
府
統
計
書
』に
よ
る
と
、
道
明

寺
村
が
4
8
9
7
人
、
藤
井
寺
村
が

4
1
6
5
人
で
し
た
。
や
が
て
昭
和
2

（
1
9
2
7
）年
に
藤
井
寺
経
営
地
の
分
譲
が

開
始
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
少
し
後
、
昭
和
4

（
1
9
2
9
）年
の
大
阪
府
統
計
書
に
記
載
さ

れ
た
住
民
の
数
は
、
道
明
寺
村
が
5
8
4
8

人
、
藤
井
寺
町
が
5
1
1
1
人
と
、
わ
ず

か
6
年
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
千
人
ほ
ど
も
人
口

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
鉄

道
の
延
伸
、
宅
地
開
発
と
い
っ
た
当
時
の
状

況
が
、
地
域
の
発
展
、
人
口
の
増
加
に
影
響

を
与
え
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
藤
井
寺
村
は
、
昭
和
3（
1
9
2
8
）

年
、
藤
井
寺
球
場
、
藤
井
寺
教
材
園
と
い
っ

た
新
た
な
施
設
が
完
成
す
る
中
で
、
町
制
施

行
し
て
藤
井
寺
町
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
26（
1
9
5
1
）年
に
は
、
道
明
寺
村
が

町
制
施
行
に
よ
り
、
道
明
寺
町
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
28（
1
9
5
3
）年
に
町
村
合

併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は

小
さ
な
町
村
を
再
編
成
し
て
適
正
な
規
模
の

町
村
を
つ
く
る
た
め
に
、
町
村
合
併
を
積
極

的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
の
町
村
の
数
を
約

3
分
の
1
に
す
る
と
い
っ
た
計
画
を
立
て
ま

す
。
近
年
で
は
、
平
成
11（
1
9
9
9
）年
か

ら
平
成
22（
2
0
1
0
）年
に
か
け
て
行
わ
れ

た
政
府
主
導
の
大
規
模
な
市
町
村
合
併
、
平

成
の
大
合
併
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
同
様
の
こ
と
は
過
去
に
も
行
わ
れ
て
い

た
の
で
す
。

周
辺
の
複
数
の
町
村
で
も
合
併
が
進
み
ま

し
た
が
、
藤
井
寺
町
、
道
明
寺
町
と
も
、
当

初
か
ら
両
町
の
み
の
合
併
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
。
や
が
て
、
両
町
の
合
併
は
認
め
ら
れ
、

昭
和
34（
1
9
5
9
）年
4
月
、
藤
井
寺
道
明

寺
町
が
発
足
し
ま
す
。
合
併
時
の
住
民
の
数

は
、
2
万
9
4
7
人
で
し
た
。

昭
和
35（
1
9
6
0
）年
1
月
1
日
付
で
、

藤
井
寺
道
明
寺
町
は
、
町
の
名
前
を
美み

さ
さ
ぎ陵
町

に
変
更
し
ま
す
。
美
陵
と
い
う
町
名
は
、
た
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ふ
じ
い
で
ら

ふ
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で
ら

歴
史
紀
行

歴
史
紀
行

く
さ
ん
の
古
墳
が
あ
る
町
の
特
色
を
表
す
の

に
ふ
さ
わ
し
い
名
だ
と
、
多
く
の
人
が
感
じ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
美
陵
町
は
公
募
に
よ
り
町
章

を
制
定
し
ま
し
た
。
昭
和
40（
1
9
6
5
）
年

の
こ
と
で
す
。
国こ

う府
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
縄

文
時
代
の
玦け

つ
じ
ょ
う状
耳
飾
り
を
図
案
化
し
、
中
央

部
に
前
方
後
円
墳
の
形
を
組
み
入
れ
た
デ
ザ

イ
ン
で
、
現
在
の
藤
井
寺
市
の
市
章
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
10
月

に
は
、
美
陵
町
役
場
の
新
庁
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。
後
に
藤
井
寺
市
役
所
の
庁
舎
と
し
て
、

平
成
7（
1
9
9
5
）年
に
現
庁
舎
が
完
成
す

る
ま
で
長
年
に
わ
た
り
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

美
陵
町
は
、
昭
和
41（
1
9
6
6
）年
に
人

口
が
4
万
人
を
超
え
、
市
制
を
施
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
候
補
名
の
中
で
ど
れ
が
良
い
か
、
全

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
藤
井
寺
市
」が
選
ば
れ
た
の
で
す
。

古
代
か
ら
の
法
燈
を
受
け
継
ぐ
葛ふ

じ
い
で
ら

井
寺
、
近

鉄
藤
井
寺
駅
、
藤
井
寺
球
場
と
い
っ
た
よ
う

に
広
く
知
ら
れ
た
名
前
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

多
く
の
人
に
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
、
昭
和
41（
1
9
6
6
）年
11
月

1
日
、
地
域
の
幾
多
の
あ
ゆ
み
の
う
え
に
、

藤
井
寺
市
と
し
て
新
た
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を

開
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
発
足
時

の
人
口
は
、
4
万
7
8
1
人
で
し
た
。

（
文
化
財
保
護
課　
新
開　
義
夫
）

▲昭和40年にできた美陵町役場新庁舎（後の藤井寺市役所旧
庁舎、「カメラ風土記ふじいでら」より）


